
 

昨日
き の う

、７月２日は、一年間
いちねんかん

を７２こに分けた
わ   

季節
き せ つ

の、半夏生
はんげしょう

でした。 

６月２２日が、夏至
げ し

でした。夏至
げ し

は、一年
いちねん

で

もっとも太陽
たいよう

が高く
たか  

昇り
のぼ  

、昼
ひる

が一番
いちばん

長い
なが  

日
ひ

で

す。その夏至
げ し

の日
ひ

から数えて
かぞ    

１１日目が

「半夏生
はんげしょう

」です。 

「半夏生
はんげしょう

」とは、半夏
は ん げ

が花
はな

を咲かせる
さ    

という意味
い み

なのだそ

うです。では、半夏
は ん げ

って何
なん

でしょう。校長
こうちょう

先生
せんせい

もよく

分かりません
わ     

でした。半夏
は ん げ

とは、カラスビシャクという花
はな

を

漢字
か ん じ

で書いた
か   

名前
な ま え

なのです。 

カラスビシャクという花
はな

、見た
み  

ことありますか。この花
はな

は、

とても珍しい
めずら    

形
かたち

で、「役
やく

に立たない
た    

」という意味
い み

で、カラス

の柄杓（ひしゃく）、カラスビシャクという名前
な ま え

になったとい

う話
はなし

があります。 

このカラスビシャクの花
はな

が咲く
さ  

のが、今
いま

の時期
じ き

。この植物
しょくぶつ

は、薬
くすり

にもなるようです。どこかで見つけられる
み     

といいです

ね。扇
おうぎ

小学校
しょうがっこう

にも、咲
さ

いているのでしょうか。 

  村越 新 

        はん  げ  しょう       


